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た。表面開始 RAFT 重合は既報であったが、固定化 RAFT 剤の化学的安定性、固定化プロ
セス、微粒子分散性に解決すべき課題があった。これに対して、新規な RAFT 剤の設計・
合成、さらには、簡便な固定化手法を開発し、表面開始 RAFT 重合によりシリカ微粒子と






N-vinylpyrrolidone な ど の 非 共 役 モ ノ マ ー 、 N,N-diethyl-N-(2-methacryloylethyl)-N-
methylammonium bis(trifluoromethylsulfonyl)imide 、 N,N-diethyl-N-(2-methacryloylethyl) 
ammonium bis(trifluoromethylsulfonyl)imide などのイオン性モノマーの精密重合に成功し、高
機能性 CPBPの合成ルートを確立している。 





粒子表面に固定化した ATRP 開始基の一部のみをザンテートに変換し、MADIX 法と ATRP
京都大学 博士（工学） 氏名 八幡 芳和 
法を連続して行うことで、二種ポリマー鎖を有する CPBPの合成にも成功している。 
















リマー（poly(isobutyl methacrylate)）を探索し、新規 LCST 系を見出した。この系において
も、適切な CPBPの添加により、共連続構造を形成、擬似固体電解質として機能することを



















CPBP 表面特性の制御範囲を大幅に拡大する成果である。  
第二に、ポリマー／イオン液体相分離系に対して、化学種や鎖長を異にする
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